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1　 は じめ に

　南詔国は 、 唐の 影響下 か らひ とた び離れ再び唐の 冊封体制下 に入 る 750年か ら 794年の

間、吐蕃の 支配下 にあ っ た
。

こ の 40 年ほ ど の 期間 、 吐蕃が 南詔 国を ど の よ うに 臣属 させ て

い た の か 、 ほ とん ど明 らか に されて い ない ｛1）
。

　こ の 時代 、 唐は玄宗皇帝の 末期 か ら、粛宗 をへ て、代宗 ・徳宗の治世に あた る 。 755 年 に

安史の乱が勃発 し 、 763年には吐蕃の長安占領 、 僕固懐恩の 乱 、 さ らに 783 年に は朱批の 叛

乱で徳宗が奉天 に 逃れ る など 、 混乱 を極めた 時期で もあ っ た 。 こ の よ うな時代 背景 と、唐が

吐蕃や南 詔と敵対 して い たこ ともあ っ て 、 唐側 には こ の 時期の吐蕃や南詔に 関する史料が少

な く、また史料の 記載内容 も正確 とは限 らな い ω
。

　吐蕃 は、754年 にチ デ ツ クツ ェ ン （704〜754在位）が死亡 、
つ い でチ ソ ン デ ツ ェ ン （755

〜797在位 ）が 即位 し、唐の混乱 に乗 じてその 版図 を東に延ば した時期にあ た る 。 こ の 時代

の 事情 を知 る手がか りとな っ て い る の は、お もに敦煌 か ら発見 された文書類で あ る 。 ただ 、

編年体で 記 され た い わゆ る r編年記」（rOt8212（187）亅）は 、 南詔国が 吐蕃に 臣属す る時期

に 当た る 748 年か ら 754 年が欠落 し、また 765 年以降が無 い 。 その 欠 を補 うもの とし て 吐蕃

ツ ェ ン ポ （贊普）の 伝記で ある 「P．T．1287亅文書などが あ る（3）
。

　南詔国 は他 の 五 つ の 詔 を併合 し、 唐 ・吐蕃双方 と の 関係 を保 ちなが ら版図 を広 げて い る 。

は じめ は唐寄 りの政 策を採 り、 北方で は吐蕃の神川節度使と対時 した 。 その 後 、 750 年 には

唐に背い て 吐蕃 に臣事 し、794年再 び唐 に降帰する 。 ほぼ閣羅鳳の 治世 に相 当し、南詔国の

基礎が固ま っ た時代で もある。

　こ の 時代の 南詔 国の 史料 と して 「南詔徳化碑」が あ り、1992年 にチ ベ ッ ト文で 書かれ た

「格子碑」が発 見 されて い る。本稿で は こ れ らの 碑文の 内容か ら 、 吐蕃に 関わる記述 を中心

に考察し 、 吐蕃に よる対南詔国政策の
一

端を明らか に した い
。

2　 「南詔徳化碑」

　 「南詔徳化碑」 （以下、「徳化碑」）は 、南詔太和城祉 （大理市七里橋 草帽街 ）に あ り、高

さ 390cm 、 幅 240cm。 碑の 陽文は約 40 行 、

一
行約 90字 。 碑陰は題名 41行 、

一
行字数は 上

下の 剥落が ひ ど く明 らかで は な い
。 全文約 3100 字 で楷書 （4）

。 碑 文の 最後数行が剥離 して お

り、碑が建 て られた年月は不明。元初 の人郭松年 の著 した 「大理行記』に は 「（閣羅鳳）徳
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化碑を立 つ 。 其の 碑は今 も存す 。 即ち代宗 の大暦元年也 。 」 とある  
。 大暦元年は西暦 766

年に あた る 。 こ の 碑の 選者 ・立碑年代に つ い て は論争が ある   よ うだが 、選者は漢人で 南詔

清平官の鄭回とい うの が定説で あり、 年代に つ い ては藤澤義美氏が 、 碑文に贊普鐘 14 （765）

年春 まで の 記事を含 ん で い る こ とから 、 その 建碑 を 766年 頃だと して い る
 

。

　天宝 9 （750）年に南詔国が一
気に反唐 へ と傾 き、つ い には吐蕃に従属 した過程を 「新唐

書」南詔伝は 、

鮮于仲通剣南節度使を領す 。 卞忿に して方略少な し。 故事、南詔嘗て妻子 とともに都督

に謁す。 雲南 を過 ぐる に 、 太守の 張虔陀之れ．を私 し 、 求丐する所多 し 。 閣羅鳳應ぜず 。

虔 陀數 しば之れ を詬斬 し、陰か に其の罪 を表す 。 是れに由 りて忿怨 し、反 し、兵 を發 し

て虔陀を攻め 、 之れを殺 し、姚州及び小夷州凡そ三十二 を取る。 明年 、 仲通自か ら将た

りて 戎 ・臠州に 出で 、二 道に 分か ちて 進み 曲州 ・靖州に 次す 。 閣羅鳳使者を遣わ し罪を

謝 し、 「願 ふ ら くは虜ふ る所を還 し、 自か ら新 しきを得て 、 且 つ 姚州に城つ くらん 。 如

し聽 さざれば 、 則ち吐蕃に歸命し、 恐る らくは雲南唐 の 有に あらざるな り」と 。 仲通怒

り、 使者を囚え 、 進み て 白廛城に薄 り、 大い に敗れ て 引き還 る 。 閣羅鳳は戦歯を斂め 、

京覿 を築 き、遂 に北の かた吐蕃 に臣た り。 吐蕃以て 弟 と為す 。 夷は弟 を 「鍾」 と謂ふ が

故に 「贊普鍾」 と稱し 、 金印を給 ひ、號 して 「東帝」 とす（8）
。

と説明 して い る 。 唐の 雲南太守張虔陀の 南詔国に対する無礼で高圧的な態度に よ り、南詔が

彼を攻め殺 した 。 剣南節度使の鮮于仲通 は大軍を率い て 曲州 ・
靖州に至 っ た。 南詔国王閣羅

鳳 は唐 に背 い た理由を説明 し 、 陳謝 しよ うとした が 、 仲通 は受け入 れず南詔国 に大敗する 。

さらにその過程で 、 南詔は鮮于仲通 に吐蕃に臣属す る旨を記 した書簡を出 して い るこ とが う

か がえる
。 閣羅鳳の こ の 脅し とも取られ かね ない 書簡の 内容は 、 「徳化碑」（9）に 、

贊普は今浪穹に觀釁する を見 、 或い は衆を以て相ひ威 し、 或い は利を以て相ひ導 き、 儻

は蚌鷸交 こ も守る若 く、恐 るらくは漁夫の 擒ふ る所 と為 らん 。

とあ り、 すで に吐蕃か ら南詔国へ 働 きか けが あっ た こ とを示 して い る 。 しか し 、 南詔国は 、

吐蕃 に対 して単に受け身的な態度 で接 して い たわけで は な く、「編年記」（「1．O．750亅）214 行

目には 、

byaggl　lo　la／btsan　poe　pho　brang　na 　dron　na　b乞hugs／btsan　yul　du　rgya
’Ipho 　nya 　l　ll　zhang

sho 　dang　mywa 　la　kag　las　1　stSogs 　pa　pyag
’
tsaldノ

酉の （733）年に 、 ツ ェ ン ポの行宮はナ ジ ョ ン （na　dron）に置かれて 、ツ ェ ン ポ の 国 （btsan

yul）に唐の 使者リシ ャ ン シ ョ （U　zhang 　sho ）と蛮ラカ ク （la　kag）等が 表敬に来た 。

とあっ て 、 733 年に 「la　kag （ラ カク）」 と言う人物が 、 すで に吐蕃を訪れ て い る 。
こ の 「1a

kag （ラ カ ク）」は 、 南詔国王閣羅鳳 の 父皮羅 閣の こ とだ と考 え られ （10＞
、 南下 して きた吐蕃

と、六詔を統
一 して勢力 を北 に の ば し始 め た南詔国 とが国境を接 し、南詔国側 か らも吐蕃 に

対 して積極的に交渉を進め て い る こ とが わか る。
つ ま り、閣羅鳳の唐へ の脅 しは場当た り的
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な脅 しで は な く、 下準備 を終えた上で の計画的な行動だ っ たので ある 。

　チベ ッ ト側 の史料で は 「R
「T．12871 文書 の チデ ツ クツ ェ ン （704〜754）の 時代 （343〜346

行目）に 、

1ho　pyogs　kyI　smad 　na
’jang　dum 　mywa 　dkar　pO　thes　bya　ba’i　rgya1 　po　Sde　myl 　cung 　ba　zhig

’dug　pa〃 rgyal 　pO　thugs　sgam 　pO
’i　rlabs 　dang　thabs　kyis　bka ’

stsal　te　1　mywa 　
’1　rgyal 　po　kag

la　bong　zhes 　bya　ba〃
’bangs　su　pyag

’
tshal　nas 　l　thabs　gcung　stsa1　te　l　myi 　mang 　gl　snon

btab／yul　che
’I　ni ’dab　bskyed　do〃

南の 方の 東の 南詔国 （
’
jam）の 一部で ある、白蛮とい われ る小王 国が あ っ た 。 王は思慮

深 い 能力 と策略 で 命令 を下 して 、 蛮の王の カ ク ラボ ン （kag　la　bong）とい う者が 、 配下

として表敬 に来たの で 、 称号弟 （gcung）を賜 っ て、（吐蕃の 臣下 として）人の 数 を増や

し、 大国の 翼を広 げた （≡領土 を広げた）（1D
。

として、南詔国王閣羅鳳 自身が 吐蕃 に赴 き、「弟 （gcung）」の称号を賜っ た とする 。 「徳化碑」

には 、

即ち首領楊利等を浪穹に差わ し、吐蕃の 御史論若贊に参る。御史は通變察情 し 、 分か ち

帥い て 入 りて 救 う。

とあっ て 、南詔国は まず浪穹の 吐蕃御史論若贊に使 い を出 し、 吐蕃は その 要請 に応 えて救援

を出して い る 。
こ の 史料 に よ っ て 、 鮮于仲通に対 する南詔国の 勝利 に は吐蕃の助力の あ っ た

こ とがわ かる 。
つ づ い て、

既に して合謀 して 曰 く 「小の 能 く大 に勝 るは禍の 胎 な り、仁 に親 しみ 隣に善 くするは国

の 寶 な り。 」と。 遂 に男鐸伝 ・旧大酋望趙栓都 ・楊伝磨俾及 び子弟六十人 を遣わ し、重ね

て帛珍寶等の物を齎 らし、西朝に凱を獻 じ、贊普が仁明に屬 し、重ねて我が勲効に酬ゆ 。

とあ っ て 、 鐸伝 、 旧大酋望趙栓郡 、 楊伝磨俾お よび子弟六十人が吐蕃に遣 わ されたこ とを記

して い るが 、 チ ベ ッ ト側史料に あ る よ うに 閣羅鳳本人が行 っ た か どうか は不 明であ る 。 「徳

化碑」は さらに 、

遂 に宰相倚祥葉楽 に命 じて金冠 ・
錦袍 ・金宝帯 ・金張状 ・安扛傘 ・鞍 ・銀獣及び器皿 ・

珂貝 ・珠毯 ・衣服 ・馳馬 ・牛鞍等を持 して 、 賜 ひ兄弟の 国 と為 す 。

天宝十
一

（752）歳正 月
一

日、郡川 におい て 詔を冊 して贊普鐘南国大詔 と為す 。 長男鳳

伽異 に大瑟瑟 告身
・都知兵馬大将を授 く。 凡そ官僚に在 るは、寵幸咸な被 る 。 山河の 約

誓は 、 永固維城 。 年を改め て贊普鐘元年と為す 。

とあ り、吐蕃か ら宰相倚祥葉楽が遣わ され、金冠 ・錦袍 ・金宝帯等の衣装
一
式を賜 っ た記事

があり、 752年正月に閣羅鳳の長男で ある鳳伽異は、泪海の 北 にある郡 川で吐蕃 の 告身で あ

る大瑟瑟 （大 トル コ 石）を受け、都知兵馬大将に任命された 。 南詔国はこ れを機に年号を贊

普鐘元年 と改め て い る 。
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贊普鍾 2 （753）年には 、

二 年 、 漢帝又た漢 申郡太守司空襲禮 ・内使買奇俊に命じ、 師を帥ひ再び姚府 を置き、 将

軍買瓏を都督 と為す。 僉な曰 く 「漢は徳に務めず 、 而 して 力 を以て 争ふ 。 若 し速か に除

か ざれば 、 恐る らくは後の 患 ひ と為らん 。 遂ひ に軍将王丘各を差わ し其の糧道 を絶ち、

又 た大軍将洪光乗等を差わ し 、 神州都知兵馬使論綺里徐 と同 じくして 府城 を囲む 。 信宿

未だ踰えず、破 るこ と朽 を拉 く如 し 、 買瓏 を面縛 し 、 士卒全駆す 。

とあっ て
、 吐蕃と南詔国が 連携 し て唐の 姚州府を攻撃 して い る 。

　 ；新唐書亅南詔伝に は、南詔国が吐蕃に 臣属して か らの こ ととして 、

會た ま楊国忠剣南節度 を以て 国に當 り、 乃ち天下 の兵凡そ十萬を調の へ 、侍御史李憲を

して 之れ を討た しむ。 餉を輦ぶ 者尚ほ在 らず 。 海 を渉 りて疫死する もの 道におい て 相ひ

踵 ぐ。 憲大和城 に敗れ 、 死する者十の うち八（12）
。

とあ り、李憲が討伐軍 を指揮 して南詔国を攻撃し、大敗 して い るこ とが記され て い る 。 対応

する 「徳化碑」の記事は、

三年 、漢又 た前の 雲南郡都督兼侍御史李憲 ・広府節度何履光 ・中使薩道懸遜 に命 じて 、

秦 ・隴の 英豪を総 べ 、安南 の 子弟 と兼に隴坪に頓営 し、広 く軍威 を布 く。乃ち舟楫備へ

修め 、水陸倶 に進まん こ とを擬 る 。 遂 に軍将王楽寛等 に令 し、軍 を潜め て造船の 師を襲

ひ 、 伏屍は毘舎の 野に 偏くす。 李慮猶ほ力を量 らずして 、進 みて 邏川 に逼る 。 時の 神川

都知兵馬使論綺里徐救ひ に来り、巳に巴踊山に至 る 。 我は大軍将段附克等に命じて、内

外相應 して、競角競衝 す 。

とあ っ て 、 唐側の 史料に は記録されて い な い が、どちらの 戦 い も吐蕃の 神川都知兵馬使論綺

里徐 との共同作戦であ っ た 。

　 「新唐書亅南詔伝 は つ づ けて、

　　會た ま安禄山反し 、 閣羅鳳之に因 り崙州會同軍を取 る （13）
。

とあ り、
つ づ けて 閣羅鳳が安禄山の 乱 を利用 して 裔州を攻略した と述べ るが、「徳化碑」には、

（贊普鐘 ）五 （756）年 。 范陽節度安禄山竊みて河 ・洛に擦 り、 開元帝は 出て 江 ・
劍に居

る 。 贊普は御史贊即羅于恙結を差 わ し敕書を齎 らして 曰 く 「徳を樹つ るは 滋長に務め、

悪 を去 るは （その ）本 を除 くに務む 。 越裔 ・會同、 謀 りご と多 く我に在 り、 之れを圖る

は此れ美を為す也 。」と。 詔は恭 しく上命を承 り、即 ち大軍将洪光乗 ・杜羅盛 ・段附克 ・

趙附于望 ・羅遷 ・王遷 ・羅奉 ・清平官趙栓鄲等を遣わ し、細于藩 を統 べ しめ 、 昆明の 路

従 り、 宰相倚祥葉楽 ・節度尚揀 （棟）贊 と同 じくして越裔 を伐つ に及ぶ 。 詔親か ら大子

潘 を帥 い 囲み て 會同 に逼る 。 越瀦固 く拒 まば戮せ られ、會 同は 降る を請ひ て害する無

し 。 子女 ・玉帛は、百里の 塞途、牛羊 ・積儲 は 、

一
月の館穀。
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とあ っ て 、南詔 国が吐蕃の ツ ェ ン ポの要請で 、 越崙地方を討伐 した こ とが わか る 。

　 「編年記亅（rOr．8212 （187）亅）の 21行 目には 、

（spre
’

ulo 　la　babste　1）（…　 中略 …
　 ）！blon　khri　bzang　dang　ahang　stong 　tsan　dang　kag

la　bong　gsum　gyi　dmagis　／　se　chu 　phabノ

（申の 年、756 年）、ロ ン ・チブサ ン （blon　khri　bzang） とシ ャ ン トン ツ ェ ン （zhang 　stong

tsan） と、 閣羅鳳 （kag 】a　bong）の 三 人の軍 隊が 、 裔州 （se　cu ）を降した 。

と見える よ うに 、 チ ベ ッ ト側の 史料と も合致 し 、 唐 ・南詔国 ・吐蕃の それ ぞれ の 立場か ら史

料が残され て い る貴重な例で ある 。 「徳化碑」 に見える宰相倚 祥葉楽 は 「編年記」（「Or．8212

（187）亅）の ロ ン ・チ ブサ ン （blon　khri　bzang）に当たる こ とは間違い な く、 先に見た鳳迦異

を冊命する ため に吐蕃か ら南詔国に遣 わ され た人物で ある 。

　ロ ン ・チプサ ン （blon　khri　bzang）は rP．T．　1287」文書の 宰相表 113行 目に、

de’i　’

og 　du　mgos 　klUi　dzang　yab　lag　gls　byas　so 〃

その後に 、
ゴ ェ

・チプサ ンヤプ ラ （rngos 　khri　bzang　yab　lag）が （宰相に）就任 した 。

とあるゴ ェ
・チ ブサ ン ヤブ ラだ と考えられ、倚祥葉 楽 と音の うえか らも間違い ない 。 彼 は、

755 年に シ ャ ン ト ン ツ ェ ン （zhang 　stong 　tsan）と挑州を攻略 し（14）
、 756 年に閣羅鳳 と共に 裔

州を降し 、 同年 、 吐蕃の 夏季の 会盟を主催 して い る
。 758年には

、 ギ ェ サ ン タ グ ナ ン と共に

涼州 を攻め 、 759 年に シ ャ ン トン ツ ェ ン とア シ ャ を攻略し、 次い で小ッ ォ ン カを落とし、 763

年に宰相となっ た人物で あるα5）
。

　 「徳化碑」 に見 えるチ ブサ ン ヤ ブ ラ と同時に 吐蕃か ら作戦 に参加 した節度尚棟贊は 、 r編

年記j （fOr．8212 （187）」）に あるロ ン ・チブサ ン ・
閣羅鳳 とと もに窩州に進軍 した シ ャ ン ト

ン ツ ェ ン （zhang 　stong 　tsan） とい うこ とに なる 。

　しか し、r金石萃編亅（16）・r大理叢書亅（17）・「雲南史料叢刊　第二巻亅（IS）は 「尚檢贊」と読

み 、 「大理文化亅
（19）・「雲南古代石刻叢考亅

（20）は 「尚揀贊」 と読んで い る 。 おそ ら く、棟の

字が 見づ ら く、 木偏 と東が は っ きりしなか っ た の だろ うが 、 音の 上 か ら こ れは 「棟」で なけ

れ ばならな い
。 彼は ロ ン ・チ ブサ ン と共に挑州 （te

’

u 　cu）を攻略 し、閣羅鳳 と窩州 を落 と し

た後 、 757 ・758年 と夏季 の 会盟 を主催 し、 759 年 に ロ ン チ ブサ ン と共に ア シ ャ と小 ッ ォ ン カ

を攻め 、 761年に は松州 （zong 　cu＞とサ ン ガ ル （zangs 　kar＞を攻め落 として い る（21）
。 762年

に シ ャ ン ギ ャ ル シ グ （尚結息）とブム 1丿ン の瀰 （bum   g　lcag  ）轍 っ て武寧軍 （
’bu

shIng 　kun）・秦州 （zln 　cu＞・河州 （ga　cu）に勝 ち 、 京師 （kcng　shi ：長安）に至 っ た（22）
。 漢文

史料で は 尚息東贊 と記され
｛23）

、 尚結息 （シ ャ ン ギャ ル シ グ ：shang 　rgya1 　Zigs）・馬重英 （ロ

ン タグラ ：blon　stag　sgra）・尚贊婆 （シ ャ ン ツ ェ ン ワ ：shang 　btsan　ba）と並んで長安攻略の 主

要な将軍の
一人で ある 。 763年に トル コ 石の 告身を受け、四辺防御大将軍 とな っ て い る 。

　 「徳化碑」には続 く贊普鍾 6 （757）年に も、

六年 。 漢復た越嵩を置 き、楊廷瑳を以て都督 と為 し、臺登 を固むるを兼ぬ 。 贊普の 使ひ
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来 りて 曰 く 「漢は今更 に越窩を置 き、昆明を援 くる を作す。 若し再び除か ざれ ば 、 恐る

ら くは滋蔓を成さん こ とを。」
．と

。 既 に奉を舉げ旨明 らか なれ ば 、 乃 ち長男の 鳳伽異 を

遣 し軍を瀘水 に駐め 、 事制の 宜を權る 。

とあ っ て 、南詔 国は吐蕃の 要請で 越裔 を攻撃して い る 。 したが っ て これ ら南詔国に よる
一

連

の対唐攻撃は 、 南詔国が唐の 内乱に乗 じて お こなっ た作戦で は な い
。 尚榛賛の 経歴か らで も

理解で きるよ うに、763 年の 吐蕃に よる長安占領に つ ながる唐包囲作戦の
一

環 として 、 吐蕃

主体で お こ なわれた もので ある 。

　以上 、 「徳化碑」に 見える吐蕃関係の 記事を見たが、唐側の 史料で はあたか も南詔国主体で

お こ な われ て い るか の よ うに 記され て い る唐へ の 侵攻も、その 背後 に吐蕃の 姿が浮 き上が っ

て くる 。 吐蕃 は 、 対唐作戦に南詔国を利用 して い た の で ある 。

　 「徳化碑」の碑陰に は 、閣羅鳳時代の 100 人以上の 官吏の 名前と役職 な どが 記され て い

る 。 記 され た それ らの役職 ・肩書 には、吐蕃の 南詔国 に与 えた影響の
一
端が 示され てお り、

一
瞥して お きたい

。 ただ、碑文 の 上下 の剥落が ひ どく、 役職氏名の全 てが読み とれ る物 は少

ない の で 、それ らの 中で も比較的完全 に読みとれる事例 を以下 に示すと、

（14行目）大軍将兵曹長小頗弥告身賞紫袍金帯段君利

（17行目）（上欠）倉曹長小銀告身賞二 色綾袍金帯兼大大虫皮衣口盛顛

（18行 目）大惣管小銀告身賞二色綾袍金帯兼大虫皮衣口口口

（22 行 目）大惣管兼押衙小鍮石告身賞二 色綾袍金帯石覆苴

（28行 目）軍将前兵曹副官小銅告身賞紫袍金帯杜顛伽

（37行 目）詔親大軍将大金告身賞二 色綾袍金帯李外成苴

とある 。

　それぞれ、大軍将兵曹長や大惣管とい っ た官職に つ づ い て小頗弥告 身
・小銀告身 ・小鍮石

告身 ・大金告身とい っ た身分が記 されて い る 。 碑陰には 、 大金 ・小金 ・大頗弥 ・小頗弥
・小

銀 ・小銅 ・大鍮石 ・小鍮石の 八種類の告身が見られる
〔24＞

。

　すで に 、 閣羅鳳の長男鳳伽異 に吐蕃 か ら大瑟瑟告身が 与え られ たこ とを見たが、こ の 碑陰

の 名簿か ら南詔国の ほ ぼすべ て の 官吏に 、吐蕃か ら告身の 授 けられ た こ とが理解で きる 。 お

そ らく、 そ れ らの 告身は 751年正月に お こなわれた鳳迦異の 冊命 と同時に 、 チ ブサン ヤブラ

か ら授与 され た もの だ ろ う。

　さらに、（17行 目） と （18行 目）の 人物 には大大虫皮衣や 大虫皮衣 と い う肩書が見 える 。

大虫とは虎の こ とで あ り
（as）

、 大虫皮衣は虎の皮の 衣 とい う意味 になる 。
こ れ は 、 敦煌文書

等に見 られ る 「stag　zar」 つ ま り 「虎皮の肩か け」だと思 われ（26｝、や は り、吐蕃が軍功 をあ

げた者に対 して与えた物だ と考えられ る 。 ただ 「大虫皮衣」 と 「大大虫皮衣」の 二種類があ

るこ とか ら、「虎皮の 肩 か け」に は二 つ の ラ ン クが存在 した ようで ある 。
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3　 「格子碑」

　 1992 年 に雲南省麗 江納西族 自治県金庄 区格子村金沙江近 くで発見 され 、 馮智氏が 「漫西

北吐蕃鉄索遺址及古藏文石碑考略」
（av）とい う論文にお い て ス ケ ッ チ と釈文 を発表 した 。

　馮智氏の 論考に よ る と、 石碑が 発見 され た場所 は鉄橋遺跡 の 近 くだ と して い る 。 鉄橋は 、

清の 顧祖 禹撰 「読史方輿紀要亅巻 117・雲南 5 ・巨津州の条に よる と 「雲南省麗江県の西 北 、

故の 巨津州の 北百三十里 」で あ る とす る （28）
。 上述 の よ うに シ ャ ン トン ツ ェ ン は シ ャ ン ギ ャ

ル シ グと共 に こ の 鉄橋 を通 っ て長安 を攻め て い る 。

　吐蕃は早 くか らこ の地域 に注 目し 、 737年頃
〔29）

の こととして 「蛮書亅巻 3 ・六詔第 3 に 、

矣羅識は北の かた神川に走げ、神川都督之 を羅些城 に送 る（30）
。

とある よ うに 、南詔が剣川 を破 っ た さ い 、矣 （Jll）羅識が神川 （鉄橋〉に逃げ、吐蕃の 神川

都督は彼を吐蕃の都 ラサ に送 っ て い る
。 また 「徳化碑」で 見た よ うに 、 贊普鍾 2 （753）年の

姚州攻撃や 、 3 （754）年の 李憲 との 戦 い の 時には 、 鉄橋付近に置か れた神川都知兵馬使論綺

里徐が援軍 として来 て い る 。

　後に 、 南詔国は 790 年頃か ら吐蕃 に反感を持ち始め 、 794 （貞観 10）年に唐か ら冊封され

て南詔国王 とな るが、再び唐 の 冊封体制下 に組 み込 まれた時の こ と と して 、 「旧唐書」南詔

伝に、

（異）牟尋遽か に兵五 千人 を遣 わ し吐蕃を戍 る 。 乃お 自か ら數萬を将い て其の 後 を踵

ぎ、晝夜兼行 して 、其の 備え無きに乘 じて 、大い に吐蕃 を神川 に 於て破 る 。 遂に 鉄橋 を

断ち 、 使ひを遣わ し告捷す
（31）

。

と見 え、唐 へ 忠誠 を誓 う証 と して 、 鉄橋 を攻め て 切断 して い る （32）
。

　唐 と吐蕃 と南詔国の 三 つ の 国の接点が鉄橋で あ り、 その 地理的に非常に重要な場所か ら発

見 された石碑 で ある 。 瑟格 ・蘇郎甲楚氏 は 、 馮智氏の 釈文 をい くらか手直しして 「格子吐蕃

藏文石碑之我見」
（33）を発 表した。

二 人の 釈文 は と もに碑を実見 した うえで の 解釈で ある 。

王 堯氏 は 「雲南麗江吐蕃古碑釈讀箚記」（34＞で、そ の写真か ら考察を加え、また 写真 も掲載

して い る 。

　こ の 格子碑 は現在、麗江県博物館 にある とされ、碑の 大 きさは、高さ 158cm、幅 76c皿 、厚

さ 32cm で 、 欠損は少な く石質は堅 い とある 。 チ ベ ッ ト文は五行で 、 以下に釈文 と訳 を示す 。

1234

5

mtsho 　rum 　long　la　dag　thog　me ＊ ノrgya
，bangs　las

rgya 　rje　gtan　kyl
＊
　rjer　myl ＊ ＊

　rung 　nas ／blsan　po　lha　sras ／la＊＊ ＊

glo　ba　nye 　ste〃blon　skyes 　bzang　la　phyag
’
tshal　nas 　l　pho　tshed

＊ zang

mang 　na ＊ 1　gser　chen 　pO　ltsald＊ ＊ 〃 long　la　dag＊＊ ＊ gtsang＊ ＊＊ ＊ cen 　ltsald＊ ＊＊＊ ＊ pa　1as

lo＊＊＊＊＊＊

dgu　bcu　lo　na ＊ de　gum 〃ba’imchad＊＊ pa1
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1行 目＊王 ：me
’
。 　 2 行目

＊王 ：gyi。 ＊＊王 ：mi 。
＊＊＊王 ：la

’
。 3 行 目＊瑟格 ：chod 。 4 行目

＊瑟格 ：

ni 、 王 ：mi 。

＊＊王 ：stsald。
＊＊＊王 ：dag　la。 ＊＊＊＊王 ：gcang 。

＊ ＊＊＊＊王 ：stsald。
＊＊＊＊＊＊王 ：pho。 5行

目＊馮 ・瑟格 ・王 ：lon。 ＊＊馮 ：mchar 。

ッ ォ ル ン ・ロ ン ラ タ （mtSho 　rum 　long　la　dag）は、は じめ は唐 （rgya ）の 臣下 で あ っ た （状

況）か ら 、 唐の 主は永遠の 主人 として相応 しくない の で 、神 の 子で ある ツ ェ ン ポ に忠誠

を誓い 、ロ ン ・ケサ ン （blon　skyes　bzang）に服従 した の で 、 ポツ ェ サン マ ン で 大金字の

告身を賜 っ た。
ロ ン ラ タは ツ ァ ン チ ェ ン （gtsang　chen ）を賜 っ て か ら、 九十歳とな っ て

世 を去 っ た 。

　内容か らツ ォ ル ン ・ロ ン ラタの墓誌であろ うと判断で きる。 建碑年 に つ い て は 、 石碑に記

年がない た め、確定で きな い
。 しか し、 碑文 には じめ ロ ン ラタが唐の 臣下 で あ っ て 、後 に吐

蕃に忠誠 を誓 っ た とす る記述 と、その 時の吐蕃の大 臣がロ ン ・ケサ ン で ある とい う点を手が

か りに ある程度明 らかに で きる と考える 。

　まず 、
こ の 地域が唐の 支配下 にあ っ た年代 か ら考察 して み る 。 吐蕃はチ ドゥ ソ ン王の時代

（676〜704 年）か ら雲南地方へ 積極的に 勢力範囲をの ば して お り、王 自身が 雲南遠征に よ っ

て命を落として い る （35）
。 「編年記亅（「1．0．750亅）95〜97 行目に

’brugi　lo　la　bab　ste　1 （…中略
…
）1　dgun　btsa皿 pho　chab 　srld 　la　mywa 　la　gshegs　pa　las　／　dgung

du　gshegs　1

辰 （704）年 、 （中略）、 冬ツ ェ ン ポ は遠征 して蛮 （mywa ）に行かれて 、天 に逝 かれた （36）
。

また、rp．T．1287」文書 334〜335行目に は 、 チ ドゥ ソ ン王時代の こ とと して 、

’

ung 　gl　log　du
’
jang　la　chab 　srid 　mdzad 　de　mywa 　dlcar　PO　dpya

’

phab　／　mywa 　nag　PO
’bangsu

bkug　Pa　la　stsogste ノ

　その 後、ジ ャ ン （
’
jang）に遠征 なさっ て 、白蛮 （mywa 　dkar　po）に貢を課 し、烏蛮

（mywa 　nag 　po）を配下に 組み込む などして、

とある。 は じめ 「
’jang」は地域を示 し、 そ の 地方全体 を南詔国が統

一
する こ とに より、後に

は 「
’jang」が南詔国を示す ようにな っ た と考えられ る 。 「mywa 」は民族 つ ま り 「蛮」を示し

てお り、「mywa 　dkar　pO」は 「白蛮」で あ り 「mywa 　nag 　po」は 「烏蛮」で ある
（37）

。 南詔が六

詔を合わせ て統 一国家 を築 く以前に 、 すで に吐蕃は雲南地方 に勢力 を伸 ばして い た こ とが う

かが える 。

　 「旧唐書亅吐蕃伝に は、睿宗即位 （710年）の 後の こ とと して 、

睿宗即位 し 、 攝監察御 史李知古上言すら く 「姚州の諸蛮、先に吐蕃 に属す 。 請 うら くは

兵 を発 して 之 を撃たん こ とを」 と。 遂 に知古 をして 剣南の 兵募を徴し往きて之 を経略せ

しむ。 蛮酋傍名すなわち吐蕃を引 きて 知古を攻め 、 之 を殺す。仍お其の屍 を断ち以て 天

を祭る （38）
。
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とあ り、 李知古が 吐蕃に属 して い る姚州
（39）

（涸海か ら愼池にか けて の 地域）の 諸蛮 を制圧

する こ とを提案 し、剣南の 兵が派遣 された 。 蛮の 酋長で ある傍名は吐蕃 を引 き入れ て李知古

を攻め 、 李知古 を殺 して 、 そ の屍で天 を祭 っ て い る 。
こ の史料か ら 710 年頃には 、 すで に吐

蕃 の勢力 が雲南 地方 に及んで い たこ とがわかる 。

　 「蛮書」巻 4 に は、

施蛮 、本 は烏蛮の 種族 な り。 鉄橋の西北大施肢小施駮 ・剣尋敗、皆な其の 居 る所の 地な

り。 （…中略…）。 皆な吐蕃偽封 して王 と為る（40）。

とある。 施蛮は烏蛮種で 、鉄橋の 西北 に住 ん で い た とする 。 鉄橋の 西北に位置す る 大施餤 ・

小施餤 ・剣尋餤 は 、 現在の 麗江納西族 自治州にあた る 。 同 じ く 「蛮書」巻 4 に 、

順蛮 、 本 と烏蛮の 種族 、 初め施蛮部落とともに剣 ・共の諸川 に参居す。 （…中略
…

）。 其

の部落主吐蕃亦た王 に封ず
（41）

。

とあ り、こ の 順蛮 ももとは烏蛮種で 施蛮 とともに剣川 ・共川 に住ん で居 り、 同じ く吐蕃に

よ っ て王 に封 じられ て い る 。 剣川 は 、 現在の大理 白族 自治州の 鶴慶 にあたる 。 これ らの 史料

か ら、石碑の 発見 され た地域を中心に して 、吐蕃は積極的に 、 そ こ に住む民族の長達 を王 に

封 じて い る こ とが わかる 。 以上 の ように、鉄橋付近は はや くか ら吐蕃の 影響下に あ り、こ の

地域が直接唐の 支配下 に あっ た可能性は少ない と考えられる の で 、「格子碑」 に見 える 「は

じめは唐の 臣下 であ っ た」 とい うの は、南詔 国を通 じて唐の 影響下に あっ た と考える の が 妥

当であろ う。

　南詔国は 、 730 年代に泪海の周辺 を統
一し、739年 に は大和城 に遷都 して い る 。 当初は 、

唐 よ りの 政策を採 り、738 年に国王皮羅閣が唐か ら蒙帰義の名前を賜 り、また 745年に は孫

の 鳳伽異が唐へ 入朝 して い る 。 こ の 地域が南詔国の 支配下 に置 かれ る ようになるの は、南詔

国が他の 五 詔 を併合 しなが ら北進 し、北か ら南下 して きた吐蕃 と国境 を接するこ とに な る

740 年頃で あ っ た と考えられる 。 この ころ、鉄橋付近の吐蕃側に は吐蕃の神川 節度使が置か

れ、南詔国側の 地域は 、 南詔国を通 じて唐 の 支配下 にあ っ た 。

　次に吐蕃の 大臣ロ ン ・ケサ ン に つ い て考察する 。
ロ ン ・ケサ ン （blon　skyes 　bzang）に つ い

て は 、

1 「バ ル ・ケサ ン ドン ツ ァ ブ （
’
bal　skyes　bzang　ldong　tsab）」

2 「ロ ン ・ケサ ン ギ ャ ル コ ン （blon　skyes 　bzang　rgyal　kong）」

3 「ロ ン ・ケサ ン タグナ ン （blon　skyes 　bzang　stag 　snang ）」

の三人の可能性 がある 。

　1、 「バ ル ・ケサ ン ドン ツ ァ ブ （
’ba1　skyes 　bzang　ldong　tsab）」は 、 729年に、ム レチ ュ レ （mu

le　cu　le）で唐の 軍隊を撃ち 、 734年に キシ ャ チ ェ ン （khyi　sha 　can ）を攻め 落 とし 、 737年

には小勃律 に赴 い て い る 。 744 ・746 ・747年に は、大論 の ドチ ュ ンサン オ ル マ ン （
’bro　cung

bzang ’
or 、mang ＞と共 に冬季会盟 を主催 し、彼の あとを継 い で 宰相 とな る 。 チデ ツ クツ ェ ン
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王暗殺事件に 関係 した と考え られ、その 結果 755年に処罰され て い る 〔42）
。

　2、 「ロ ン ・ケサ ン ギ ャ ル コ ン （blon　skyes 　bzang　rgyal　kong）」は、756 年の 冬季 ・夏季の 会

盟を開 き、 757 年に死亡 し て い る
（43）

。

　3、「ロ ン ・ケサ ン タグナ ン （blon　skyes　bzang　stag 　snallg ）」は 、 746 年に褒賞を受け、 759

年に ロ ン チ ブサ ン と共 に涼州 を攻撃し 、 冬季会盟を主催 し、765年に は唐の 渾 日進 とグ ロ ガ

ン （
’

gu
’ log　sgang ）で戦 っ て い る

（僻 ｝
。

　 これ ら三人の うち 、
ロ ン ・ケ サ ン タグナ ン は 、 「徳化碑」で みた ロ ンチ ブサ ン と行動 を共

に してお り（45）、
一
番可能性が高 い と思わ れる 。

ロ ン ・ケサ ンギ ャ ル コ ン または ロ ン ・ケサ

ン タグナ ン の どち らで あれ、碑文に記載され た 「ツ ェ ン ポに忠誠 を誓」 っ た時期は 、 750 年

頃とい うこ とに なる 。

　南詔国が吐蕃 に臣属 した 時の こ として、rp．T．　1287文書亅347〜349 行 目に、

’
jang　mywa

’1　pO　1ta　zhlg 　rgya　la　1ta　1ta　ba　1as〃 rgya 　rjes　dgrar　blangste〃 b鵬 n　po   I　lde

gtsug　brtsan　gyi　zha　sngar　glo　ba　nye 　nas 　I　I

南詔 国 （
’jang）の蛮の王 なる もの は、唐 を何 度 も観察 してか ら 、 唐の 主 を敵 となし 、

ッ ェ

ンポ ・チ デ ツ クツ ェ ン （khtl　lde　gtsug　brtsan）の御前に忠誠 を尽 くすこ とに して 、

とあ っ て 、「格 子碑」の 内容と共通する表現を取っ て い るの も注 目に値するだろ う。

　前述の よ うに南詔国が唐の 支配 下に復帰 した ときには鉄橋 を断ち切 っ てお り、「格子碑」

にそ の こ とが記 されて い ない こ とか ら 、 建碑年代は 750年以降、794 （貞元 10）年以前 とな

る 。 石碑が チ ベ ッ ト語で書かれ、ロ ン ラ タが九十才まで 生 きた こ とを加味す る と、きわめ て

794 年に近い 年に建て られた と考えられ る 。

　 4行 目か ら 5 行 目にか けて 見える ポ ツ ェ サ ン マ ン とい う言葉を地名 ととる か人名 ととるか

説の 分かれ る と ころ で ある（46）
。

こ れ を地名と と る な らば、ロ ン ラ タは まず 、 吐蕃か ら大金

字の告身を もらい 、その後 ツ ァ ンチ ェ ン の 位をもら っ た こ とになる 。 しか し 、 ツ ァ ン チ ェ ン

は大金字 よ りもだ い ぶ 下の位に位置 し、大金字の 告身をもらっ て か らツ ァ ン チ ェ ン （gtsang

chen ）をもらう とい うの は理解 に苦 しむ こ とに なる 。 もしこの読み が正 しい とす るならば、

ツ ァ ン チ ェ ン が 、12 の 階級に分かれ た位階 よりも下に位置する と理解す る従来の 位置づ け 

で はな く、軍功 をしめ す タク ツ ァ ル （stag 　zar ）つ まり 「虎皮の肩かけ」の ように、位階制 と

は別に与え られ る勲章の ようなもの と考えれば、「徳化碑」の 碑陰に見える大虫皮がそ うで

あっ た よ うに、金字告身とは別に特記されて も矛盾無 く理解で きる 。

4　 お わ りに

　吐蕃は、南詔国 をチ ベ ッ ト帝国の傘下 に組み込む こ とに よ っ て 、唐へ の 包囲網を完成する

こ とがで きた 。 「徳化碑」の記述か ら明らか なよ うに 、 吐蕃か ら南詔国に指示が与え られて 、

吐蕃と南詔国が 連携 し て 唐を攻撃 して い る 。 しか も、「新唐割 南詔伝に 、

異牟尋立 つ
、 衆二 十萬を悉くして 入寇す 。 吐蕃と力を併す 。 （…中略…）。其の 下に令 し
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て 曰 く 「我が為に蜀を取 り東府と為さん 。 工 伎は悉 く邏娑城に送 り、歳ご とに
一

練 を賦

す。」 と（48）
。

とあ り、また fp．T．1287文書」347〜349 行 目に、

rgya 　yul　phab　kyis　nI　yul　dang　l　l　mkhar 　du　bchas　te　pulノノg−yul　sprad 　kyis　nl ／rgya 　btsan　lug

ltar　bskyangs　so ／1

唐の 領土を侵略 して得た地域 と城などを （吐蕃に）献上 し、戦い に よ っ て得た唐の捕虜

をまるで羊を追うように管理 した 。

と見 えるよ うに、吐蕃は南詔国か ら兵力の供給 を受けて い ただ けで な く、南詔国が捕 らえた

唐の捕虜 も収容 し 、 大きな利益を享受 して い たの で ある 。

　吐蕃の 南 詔国 に対する支配構造は 、 「徳化碑」で 見た よ うに、吐蕃が南 詔王 を冊封 し 、 碑

陰に見る南詔国官吏の 肩書 きに吐蕃の 告身が見 られる こ と、格子碑 には吐蕃か ら大金字の 告

身や ッ ァ ン ッ ェ ン を もらっ た こ とを特筆 して い るこ とか ら、吐蕃は南詔国に対 して、吐蕃の

告身を与える事に よ っ てチ ベ ッ ト帝国内に お ける地位 を保証 して い る こ とが理解で きる 。 吐

蕃は、南詔国 を吐蕃の 告身 を与 える こ とに よ っ て 自国の ヒ エ ラ ル キ ーの 中に取 り込み
、 さ ら

に、軍功 に対して 大虫皮衣 （タク ツ ァ ル ）や ツ ァ ン ツ ェ ン な どを与えて褒賞として い る 。 吐

蕃は南詔国 を弟の 国 として 国家の 体裁を維持させ た まま 、 その 支配力を行使 して い る 。 それ

は同時 に、唐側か ら観察 した場合、 南詔国の 背後にある吐蕃の 姿が見えに くく、 吐蕃の要請

で動い た南詔国の 行動 を南詔国独 自の 行動 と見誤らせ る原因とな っ た 。

　大臣で あ るチブサ ン ヤブラが閣羅鳳や鳳伽異 を册命 し 、
ロ ン ・ケサ ン が ロ ン ラ タ を册命 し

た よ うに 、 告身の授与や褒賞 は大臣を通 じて お こなわ れ、同時 にその大 臣がこ の 方面 の司令

長官を兼ねた と考えられる。 また、ロ ン ラタが ツ ェ ン ポ にで はな く、ロ ン ・ケサ ン に服従 し

て い る こ とか らも、ッ ェ ン ポが 直接その 地域を支配するの で はな く、司令官を通 じて お こ な

う間接的支配で あ っ た とい えよ う。 今回論考を加えた 「徳化碑」 と 「格子碑」に ツ ェ ンポの

名前が刻 され て お らず 、 た だ神聖ツ ェ ン ポ と し て 記 され 、 個人 で は な く美称 で 呼ばれて い

る 。 これ は 、吐蕃側が ツ ェ ン ポ を神 と して扱い
、 よ り高い 次元に ッ ェ ン ポ を押 し上げるこ と

に よ っ て 、その 帝国が 内包 して い る異民族に対 して 、 精神的 な支配 をもお こ なお うとした か

らで は な い だ ろ うか 。
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